
芦屋市緑の基本計画（原案）に係る市民意見募集 【実施結果】 

１ 募集期間 令和２年１２月１４日（月）～令和３年１月２２日（金）

２ 提出件数 ３人／７件

３ 意見の要旨及び市の考え方

  取扱区分：Ａ（意見を反映）２件，Ｂ（実施にあたり考慮）３件，Ｃ（原案に考慮済み）０件，

Ｄ（説明・回答）２件 

№ 該当箇所 市民からの意見（概要）
取扱

区分
市の考え方

１ 全般 本計画は網羅的に書かれ

ており，部署間の連携関係は

分からないが，担当部署で

は，計画達成が可能な人員や

予算となっているのか。本計

画に関する分野に継続的に

従事する職員の確保・育成を

望む。

Ｄ 本計画に示す施策を推進していくため，必

要な組織体制等の構築や職員の知識の習得・

継承に努めてまいります。

また，関連計画並びに関係部署間との連携

を図るとともに，市民・事業者の皆様との協

働により目標の実現に向け，取り組んでまい

ります。

２ 全般 

1.(3)緑の将来像

※P3 

国際性，文化性あふれる住

宅都市を目指すのであれば，

世界中で取り組まれている，

地球温暖化防止，CO2 削減，

グリーンリカバリーへの貢

献の視点を加えるとともに，

関連して，神戸の石炭火力発

電所新増設の問題点等にも

言及してほしい。

Ａ 本計画では，「緑の効果」として生物多様性

や自然環境保全にも触れつつ，これらにも貢

献する緑地の保全及び緑化の推進のための

施策に取り組むこととしております。

また，地球温暖化を防ぐための取組等につ

きましては，ご意見のとおり，重要な視点と

認識しておりますので，本計画にも追記する

とともに，「第３次芦屋市環境計画」と連携を

図りつつ，実施してまいります。

３ 2.(4)施策体系 

※P13 

<基本方針 1-2> 

街路樹の管理に関して，市

民が積極的に参加し，市と協

働して取り組むことは望ま

しいが，高齢化等により継続

が困難となるのではないか。

落ち葉清掃に関しては，景観

維持の観点から市が財政支

出してはどうか。

Ｂ 街路樹の適正な管理につきましては，現在

策定中の街路樹更新計画と連携を図りつつ，

市が主体となって行っていくことを基本と

していますが，落ち葉の多い路線につきまし

ては，市がごみ袋，清掃用具等の資材準備を

はじめ，維持管理の体制づくりを主導すると

ともに，地域の皆さまの協力も得つつ，協働

による管理を実施してまいります。

４ 2.(4)施策体系 

※P13 

<基本方針 1-2> 

落ち葉が問題だからとい

って樹を切ることはやめて

ほしい。美しい街には樹が必

要。

（「街路樹更新計画」と同意

見）

Ｂ これまで樹木の剪定を行う際に，落ち葉の

多い路線については時期を調整していた側

面があり，ご意見をいただいている状況とな

っております。

今後の街路樹の維持管理につきましては，

地域住民の負担を軽減できるような形での

協働した落ち葉清掃のあり方を検討し，四季

を感じてもらえるような街路樹の維持管理

を進めていきたいと考えております。



５ 2.(4)施策体系 

※P13 

<基本方針 1-5> 

山火事への消防対策が必

要ではないか。消火栓の定期

的な点検や訓練を行ってい

るのか。

Ｄ 市内の消火活動に必要な消防水利につき

ましては，定期的な点検及び管理を行ってお

ります。また，山火事を想定した林野火災防

ぎょ訓練も定期的に実施しているところで

す。

６ 2.(3)地域別方針

※P8 

2.(4)施策体系 

※P13,14 

<基本方針 1-5> 

<基本方針 2-2> 

ハイキングコースの整備

は，市民やハイカーにとって

重要であり，健康維持に役立

つ。

Ａ 「六甲山の緑」は地域別方針において，「森

林レクリエーションの場として活用」するこ

ととしておりますが，ご意見のとおり，ハイ

キングは重要なレクリエーションと認識し

ておりますので，同方針に健康増進の観点を

追記いたします。

また，安全に利用していただける環境づく

りに努めてまいります。

７ 2.(4)施策体系 

※P14 

<基本方針 1-8> 

民地の樹木が繁って道路

にはみ出し，通行の支障とな

っている状況でも，市は何の

対応も行なってないように

見受けられる。

樹木所有者に対し，自治会

などの協力も得ながら，伐採

を要請し，応じない場合は市

が代執行し，費用を請求する

こと等を明示するとともに，

実施を求める。

Ｂ 民地の樹木による通行阻害等への対応と

いたしましては，居住者への訪問による剪定

の要請や，必要に応じて所有者に文書を送付

し，改善を求めております。

代執行につきましては，現場の状況等を踏

まえて判断し，安全な通行空間が確保できる

よう，継続して適切な対応のもと取り組んで

まいります。


